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タイル」の名称で独特の作品群を形成している。 [友部直・中村るい, 1997] 
              






























〈図 2〉エルンスト・ヘッケル『生物の驚異的な形』、図版 31〈放散虫類─キルトイデア 


















〈図 3〉ルネ・ビネの設計した 1900 年パリ万国博覧会の入場門 



























































㎝×162 ㎝はこの絵が発表された公募展の規格である 100 号サイズに収まる最大のものを用いており、
その大きな画面を最大限に使う形で描かれた戦艦は真正面の構図も手伝って顔のようにも見える。緻密
に描かれた絵は、遠目には大きな戦艦だが、近づくとその表面をサンゴ礁や海藻が覆う生物の楽園だ。 






















































































































    
〈図 8〉部分        
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〈図 9〉サンゴ礁の分布 [日本大百科全書, 2001] [V.Mladenov, 2015]を参考に作図 
 サンゴ礁の生態系が形成される場所は限られており、カリブ海、インドネシアの島々、紅海、オースト





























































〈図 10〉国内ダイビングポイントマップ 筆者作図 
















      
〈図 11〉瀬底島 筆者撮影 
瀬底島の浅瀬に広がるサンゴ礁。潮の満ち干きなどで露出しない程度の水深に多くのサンゴが群生す
るため重なり合って成長している。成長の負けてしまったサンゴは日陰になった部分が死んでしまう。 
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〈図 17〉慶良間諸島・ウツボ 筆者撮影     〈図 18〉慶良間諸島・ウミシダ 筆者撮影 
今回訪れた渡嘉敷島周辺は水深 50～60 メートルまでも見渡せる透明度を誇り、「ケラマブルー」と称














       
〈図 19〉雲海丸 筆者撮影 
 
〈図 20〉兄島近く 筆者撮影        〈図 21〉イルカの群れ  筆者撮影    
島々の周りではイルカやクジラの回遊が見られる。島全体が漁礁となっているためか、魚を追って泳ぐ
イルカに遭遇することも多い。 







     





100 匹以上のサメが水深 20ｍ程度の海底に群れを成している。 
       
〈図 24〉ドチザメとマダラエイ 筆者撮影    〈図 25〉テヅルモヅル 筆者撮影 
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台となったことで知られる。 [小宮正安, 2007] 
 
   
〈図 27〉アンドリス・ファン・ブイセン「自然の美しいものの陳列棚」 
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〈図 30〉刺胞動物の二胚葉構造 [本川達雄, 『サンゴとサンゴ礁のはなし 南の海のふしぎな生態系』
2008、p28]を参考に作図 























     
〈図 31〉海洋生物の生活形態 筆者制作 
 プランクトンを微小生物と思っている人が多いが、巨大なクラゲもプランクトンに分類される。語源
になった「plan-」はギリシャ語で放浪・自分では終わらせることができない旅という意味があり、惑星
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〈図 32〉造礁サンゴのポリプ解剖図 [日本大百科全書, 2001、小学館]を参考に作図 
 
























































で生活する貝類など、さまざまな種類に及ぶ。 [内田紘臣, 2001] 
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〈図 35〉ヒトデの放射相称形 筆者撮影・作図 
 
 基本は五放射相称形だが、種類によっては 8 本~16本腕を持つものもおり、中には 40 本近くの腕を持
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2.左右相称形 
        














































の像を解釈するために情報処理能力、脳が発達した。 [山田格, 2015] 
 
  








































      






















































   































〈図 43〉コブシメ 筆者撮影 
 
  


































































        










鰓冠の柄に、そこから付け根にある口へと運ばれる。 [ベルナデット・Ｖ.ホルトハウス, 2015] 

























































































































    





































少ない分成長速度は遅い。 [本川達雄, 1992] 
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なゆらぎとゆらぎを安定させる不安定性がある場合フラクタル構造が実現することが明らかになってい











             









成を可能にしている。 [山城秀之, 1995] 













































































回すことができるなら群体を形成し大きくなることにメリットがある。 [中野理枝, 2011] 
   





























生物多様性を支える一因といえる。 [山城秀之, 2017] 
オーストラリアの東海岸に広がるグレートバリアリーフで行われた研究では、樹枝状のハナヤサイサ
ンゴの枝の隙間にどのような生物がいるか調べられた。サンゴ全体に目の細かい袋を駆ける形でサンゴ
を回収し、枝などの隙間に住む生物が逃げ出さないように直径 10㎝から 30 ㎝のハナヤサイサンゴ 40



























 海中に 1ｍ潜ると届く光は 45%にまで減退する。10ｍでは 16%、100ｍ以下で 1%を下回る。海中で
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受光器官は人間が三つなのに対し、シャコは 16あり紫外線や偏光も見られるうえ、一つの眼で遠近感
も分かるという。さらにそれぞれの眼別々に動かすことも出来る。 [スーザン・ドミルトン, 2015] 
  





















































に対して何も対策をしていないわけではない。 [藤原晴彦, 2011] 
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と考えられている。頭と尾があり、方向感覚と立体感覚を持っていた。 [スーザン・ドミルトン, 2015] 
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〈図 58〉外骨格生物 筆者撮影 































     
〈図 60〉貝殻の構造 [本川達雄,『ウニはすごいバッタのすごい』、2018、ｐ106]を参考に作図 




















〈図 61〉節足動物のクチクラ [本川達雄,『ウニはすごいバッタのすごい』、2018、ｐ37]を参考に作図 
 







































象だが、サンゴ礁では周囲の環境と生物の両方が合わさって出来る。 [Ｊ・スコット・ターナー, 2007] 






























月の軌道は一日約 25 時間だ。本初子午線を通り過ぎ、再び戻ってくるまで 24時間 50分 28秒かかる。
満ち潮と引き潮は一日に二回やってきて一日当たり毎日約 50分ずつ遅れる。海洋生物には日の出から日




































































































































































            











      










おける静物画制作の先鞭(せんべん)をつけた。」 [中山公男, 1994]  










          
〈図 64〉 ヤン・ブリューゲルⅠ、ヤン・ブリューゲルⅡ〈机上の花瓶に入ったチューリップと薔薇〉
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1．『図鑑 エラブウミヘビ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
2．『図鑑 ツバメウオ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
 
3．『図鑑 スズメダイ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
4．『図鑑 トウアカクマノミ』2016 年、ピグメントライナー 2Lサイズ画用紙 
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6. 『イボウミウシ』2017年、水彩、鉛筆 A4 サイズ画用紙 
 イボウミウシの系統は斑点模様とその模様に沿った突起に特徴がある。軟体動物は種類が豊富で、わ
ずかな違いでも別種のことが少なくない。 
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16. 『サイクル』2017 年、鉛筆 SM号パネル 
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 19．『』の制作途中、最下層の下地を描いた段階でまだ樹脂は乗せていない。大まかなシルエットの
実を描いたところから樹脂を重ねる作業に入る。 
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終わりに  
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タイル」の名称で独特の作品群を形成している。 [友部直・中村るい, 1997] 
              






























〈図 2〉エルンスト・ヘッケル『生物の驚異的な形』、図版 31〈放散虫類─キルトイデア 


















〈図 3〉ルネ・ビネの設計した 1900 年パリ万国博覧会の入場門 



























































㎝×162 ㎝はこの絵が発表された公募展の規格である 100 号サイズに収まる最大のものを用いており、
その大きな画面を最大限に使う形で描かれた戦艦は真正面の構図も手伝って顔のようにも見える。緻密
に描かれた絵は、遠目には大きな戦艦だが、近づくとその表面をサンゴ礁や海藻が覆う生物の楽園だ。 
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〈図 7〉池田学〈再生〉2001,浜松市美術館蔵         
    
〈図 8〉部分        
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〈図 9〉サンゴ礁の分布 [日本大百科全書, 2001] [V.Mladenov, 2015]を参考に作図 
 サンゴ礁の生態系が形成される場所は限られており、カリブ海、インドネシアの島々、紅海、オースト





























































〈図 10〉国内ダイビングポイントマップ 筆者作図 
















      
〈図 11〉瀬底島 筆者撮影 
瀬底島の浅瀬に広がるサンゴ礁。潮の満ち干きなどで露出しない程度の水深に多くのサンゴが群生す
るため重なり合って成長している。成長の負けてしまったサンゴは日陰になった部分が死んでしまう。 
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〈図 17〉慶良間諸島・ウツボ 筆者撮影     〈図 18〉慶良間諸島・ウミシダ 筆者撮影 
今回訪れた渡嘉敷島周辺は水深 50～60 メートルまでも見渡せる透明度を誇り、「ケラマブルー」と称














       
〈図 19〉雲海丸 筆者撮影 
 
〈図 20〉兄島近く 筆者撮影        〈図 21〉イルカの群れ  筆者撮影    
島々の周りではイルカやクジラの回遊が見られる。島全体が漁礁となっているためか、魚を追って泳ぐ
イルカに遭遇することも多い。 







     





100 匹以上のサメが水深 20ｍ程度の海底に群れを成している。 
       
〈図 24〉ドチザメとマダラエイ 筆者撮影    〈図 25〉テヅルモヅル 筆者撮影 
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台となったことで知られる。 [小宮正安, 2007] 
 
   
〈図 27〉アンドリス・ファン・ブイセン「自然の美しいものの陳列棚」 
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〈図 30〉刺胞動物の二胚葉構造 [本川達雄, 『サンゴとサンゴ礁のはなし 南の海のふしぎな生態系』
2008、p28]を参考に作図 























     
〈図 31〉海洋生物の生活形態 筆者制作 
 プランクトンを微小生物と思っている人が多いが、巨大なクラゲもプランクトンに分類される。語源
になった「plan-」はギリシャ語で放浪・自分では終わらせることができない旅という意味があり、惑星
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〈図 32〉造礁サンゴのポリプ解剖図 [日本大百科全書, 2001、小学館]を参考に作図 
 
























































で生活する貝類など、さまざまな種類に及ぶ。 [内田紘臣, 2001] 
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〈図 35〉ヒトデの放射相称形 筆者撮影・作図 
 
 基本は五放射相称形だが、種類によっては 8 本~16本腕を持つものもおり、中には 40 本近くの腕を持
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2.左右相称形 
        














































の像を解釈するために情報処理能力、脳が発達した。 [山田格, 2015] 
 
  








































      






















































   































〈図 43〉コブシメ 筆者撮影 
 
  


































































        










鰓冠の柄に、そこから付け根にある口へと運ばれる。 [ベルナデット・Ｖ.ホルトハウス, 2015] 

























































































































    





































少ない分成長速度は遅い。 [本川達雄, 1992] 
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なゆらぎとゆらぎを安定させる不安定性がある場合フラクタル構造が実現することが明らかになってい











             









成を可能にしている。 [山城秀之, 1995] 













































































回すことができるなら群体を形成し大きくなることにメリットがある。 [中野理枝, 2011] 
   





























生物多様性を支える一因といえる。 [山城秀之, 2017] 
オーストラリアの東海岸に広がるグレートバリアリーフで行われた研究では、樹枝状のハナヤサイサ
ンゴの枝の隙間にどのような生物がいるか調べられた。サンゴ全体に目の細かい袋を駆ける形でサンゴ
を回収し、枝などの隙間に住む生物が逃げ出さないように直径 10㎝から 30 ㎝のハナヤサイサンゴ 40



























 海中に 1ｍ潜ると届く光は 45%にまで減退する。10ｍでは 16%、100ｍ以下で 1%を下回る。海中で
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受光器官は人間が三つなのに対し、シャコは 16あり紫外線や偏光も見られるうえ、一つの眼で遠近感
も分かるという。さらにそれぞれの眼別々に動かすことも出来る。 [スーザン・ドミルトン, 2015] 
  





















































に対して何も対策をしていないわけではない。 [藤原晴彦, 2011] 
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と考えられている。頭と尾があり、方向感覚と立体感覚を持っていた。 [スーザン・ドミルトン, 2015] 
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〈図 58〉外骨格生物 筆者撮影 































     
〈図 60〉貝殻の構造 [本川達雄,『ウニはすごいバッタのすごい』、2018、ｐ106]を参考に作図 




















〈図 61〉節足動物のクチクラ [本川達雄,『ウニはすごいバッタのすごい』、2018、ｐ37]を参考に作図 
 







































象だが、サンゴ礁では周囲の環境と生物の両方が合わさって出来る。 [Ｊ・スコット・ターナー, 2007] 






























月の軌道は一日約 25 時間だ。本初子午線を通り過ぎ、再び戻ってくるまで 24時間 50分 28秒かかる。
満ち潮と引き潮は一日に二回やってきて一日当たり毎日約 50分ずつ遅れる。海洋生物には日の出から日




































































































































































            











      










おける静物画制作の先鞭(せんべん)をつけた。」 [中山公男, 1994]  










          
〈図 64〉 ヤン・ブリューゲルⅠ、ヤン・ブリューゲルⅡ〈机上の花瓶に入ったチューリップと薔薇〉
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1．『図鑑 エラブウミヘビ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
2．『図鑑 ツバメウオ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
 
3．『図鑑 スズメダイ』2016年、ピグメントライナー 2L サイズ画用紙 
4．『図鑑 トウアカクマノミ』2016 年、ピグメントライナー 2Lサイズ画用紙 
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6. 『イボウミウシ』2017年、水彩、鉛筆 A4 サイズ画用紙 
 イボウミウシの系統は斑点模様とその模様に沿った突起に特徴がある。軟体動物は種類が豊富で、わ
ずかな違いでも別種のことが少なくない。 
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16. 『サイクル』2017 年、鉛筆 SM号パネル 
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 19．『』の制作途中、最下層の下地を描いた段階でまだ樹脂は乗せていない。大まかなシルエットの
実を描いたところから樹脂を重ねる作業に入る。 
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終わりに  
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